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理事長に就任しまして一年が経過しました。振り返ってみますと昨年度は、砂防の施設点検や現地調

査、住民によるハザードマップ作りのお手伝いなど砂防ボランティアとしての活動は会員の皆様の協力

により、一層の充実をはかれたと思います。一方、当協会の運営において収益事業として大きな柱であ

り過年度実施してまいりました危険斜面の調査を実施できなかったことは、会員の皆様も活動の物足り

なさを実感しておられるのではないでしょうか。 

 社会の防災への関心が高まる中、土砂災害は府民に身近な災害として関心が高まっています。砂防ボ

ランティアとして、住民に対して土砂災害に関する知識の啓発、被害軽減のための防災意識の啓発など

の活動が一層期待されているところであります。こうした社会的要請を受けて今年度も調査、啓発、研

修などの活動をすすめてまいります。 

そのためには、協会の体制の充実、会員の活動しやすい環境、また、大阪府、市町村との連携による

活動の内容の充実、さらには万一の大災害が発生した場合の他府県との連携をも検討してまいることが

必要と考えております。会員の皆様には活動のみならず、若い新規会員の獲得にもご協力をお願いしま

すとともに、関係各位の一層のご協力、ご支援をお願いするものであります。 

 

☆☆  平平成成 2255 年年度度通通常常総総会会をを開開催催  

５月１７日（金）、大阪府立労働センター「エル・おおさか」で通常総会を開催し、平成２４年度事業

報告・決算報告を承認、平成２５年度事業計画・予算を審議し決定しました。 

また、総会終了後には平成 25 年度第１回の会員研修会を開催しました。 

 執行体制 

理事長 大江 徹 

副理事長 藤本光大     井上 整 

理 事 
吉村 滋（総務） 若菜邦雄（広報） 東郷 茂（財務） 

中田 智（企画） 上畑憲光（受託事業）下清水則男（地域調整） 

監 事 川﨑茂晴     平井俊郎 

ブロック長 

（池田）上畑憲光 （茨木）東郷 茂 （枚方）下清水則男 

（八尾）川口惠司  （富田林）八木誠一  （鳳）田中拓夫  （岸和田）阿部捷歳 

☆☆  理理事事長長ああいいささつつ                              大大江江  徹徹    
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☆☆  ここのの 11 年年のの活活動動概概要要報報告告  

 危険斜面地等の点検調査・防災啓発活動                

土砂災害から府民の命を守るため、大阪府や市町村と連携して土砂災害防止のための点検調査や防災

意識の向上・啓発に努めました。 

活動内容は、土砂災害危険箇所の「パトロール」・「緊急点検」等（１４回２７名）、住民と一緒にな

っての「地区単位のハザードマップの作成」に参加協力(１４地区、３１名)するとともに、地すべりの

動態観測地である八尾市黒谷「市民の森」の除草活動に参加（２回、６名）しました。 

会員の活動は３０ 回、延べ参加人員６４ 名となり、会員の積極的なボランティア活動は府民からも

好意的に受け止められており、これからの地域防災力の向上にさらに寄与するよう努めていきたいと思

います。 

 研 修 会・講 習 会                   

１．砂防施設現地研修会 

平成２４年１１月２２日（木）に、平成２３

年の台風１２号による豪雨により大規模な斜面

崩壊・土石流災害や河道閉塞（天然ダム）が発

生し、緊急対策工事が進捗する奈良県十津川流

域五條市大塔町の被災地３か所を視察しました。

バスを借上げての研修会には会員３０名、大阪

府９名、近畿地方整備局・奈良県関係者３名、

計４２名が参加しました。 

台風１２号による総降水量は、紀伊半島を中

心に広い範囲で 1,000ｍｍを超え、三重・奈

良・和歌山３県において、崩壊地 3,077 箇所、

崩壊面積約 950 万㎡、崩壊土砂量約１億㎥に

達し、豪雨による土砂災害としては戦後最大規

模とされています。 

柳谷・辻堂地区では、熊野川左岸支渓で大規

模な崩壊が発生し、崩土が土石流化して熊野川

合流点まで達し、国道168 号および人家が被

災しました。 

赤谷地区の河道閉塞は、高さ約600ｍ（東京

スカイツリー634mの高さに匹敵）、長さ約

1,100ｍ、幅約450ｍ、深さ約30m、崩壊土

砂量約900万㎥の大規模な深層崩壊によるも

のでした。現地では仮排水路が概成していまし

た。 

 

Ｒ168 号ＢＰの熊野川橋梁から被災地の説明を受ける 

 

河道閉塞で出現した天然ダム（赤谷地区） 

 

清掃活動（八尾市黒谷地区市民の森） 

 

 

 

ハザードマップ作成 
（千早赤坂村千早地区） 

土砂災害危険個所のパトロール 

（富田林土木管内） 
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宇井・清水地区では、熊野川

右岸清水の斜面が高さ約 240

ｍ、長さ約 450ｍ、幅約 200

ｍ、深さ約 35ｍ、土砂量約 53

万㎥の山腹崩壊が発生しまし

た。清水地区の崩壊土砂と津波

のように押し出された河川の

水が河床から４０ｍの高さに

ある対岸の宇井地区の人家ま

で押し寄せ、熊野川も一時的に

河道閉塞しました。宇井地区で

は、１１名が犠牲になられると

ともに、人家約 10 棟が流出し

ました。現地は熊野川の堆積土砂撤去も進捗し、長大法面の掘削が遠隔操作による無人化施工で行われ 

ていました。 

今回の研修会では、これまで大阪府下では経験したことのない想像をはるかに越える大規模な土砂災

害、河道閉塞の現状を目の当たりにし驚きの連続でした。「事前避難の重要性」「復旧の方針・整備水準」

「地域の振興」など、多くの問題について改めて考えさせられました。 

研修会は近畿地方整備局、奈良県、鹿島建設のご協力をいただき実施することができました。改めて

関係各位に厚くお礼申し上げます。 

 

2． 砂防講習会 

（１）平成２５年２月１２日「水害・土砂災害に関する防災講演会」を大阪府砂防協会・河川協会と共

同で開催しました。（参加者１１５名） 

「災害から身を守るための気象情報」   講師 気象キャスター  吉村真希氏 

「大雨災害時の情報収集・伝達について」  講師 人と防災未来センター 主任研究員 宇田川真之氏 

（２）平成２５年２月１５日 土砂災害に関する講習会（近畿２府４県の砂防ボランティア協会共催） 

当番府県とし事務局を担当し、「エル・おおさか」で講習会を開催しました。（参加者１５６名）  

「平成２３年台風１２号豪雨災害復旧の紀伊山地砂防事業について」 

                           講師 国土交通省近畿整備局河川部 地域河川調整官  岡山公雄氏 

「土壌雨量指数について」   講師 気象庁大阪管区気象台技術部 土砂災害気象官  吉村 満氏 

「砂防ボランティアの位置づけと大規模土砂災害に対する国の動向」 

                           講師 砂防ボランティア全国連絡協議会    会 長  森 俊勇氏 

「危険個所の判定について   講師 大阪府河川室                      主 査  井上洋之氏 

大規模な深層崩壊が発生した赤谷地区での参加者 

宇井地区到着後、最初に犠牲者に対して献花と黙祷 斜面左上部の遠隔操作による無人化施工 
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（３）平成２５年５月１７日、「通常総会」に引き続き、会員研修会を開催しました。(参加会員 40 名) 

「今後の土砂災害対策の進め方について」   講師 大阪府河川室      主 査  井上洋之氏 

「大阪府の防災対策について」            講師 大阪府危機管理室  課長補佐  冨田和博氏 

 

 

・10 月 砂防施設見学会・砂防ボランティア研修会 

・１月  水害・土砂災害に関する防災講演会（大阪府砂防協会・河川協会と共同開催） 

・２月  土砂災害に関する講習会（近畿ﾌﾞﾛｯｸ）近畿２府４県砂防ボランティア協会共催（兵庫県） 

 

 

・調査車両の導入 

秋には、一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構から「土砂災害及び渓流・斜面、砂防設備、

状況調査用車両」１台が当協会に無償貸与されることになりました。（今年度は、全国で７台） 

地域の防災力向上に資するよう、また地域の要望に応えられるよう早急に効果的で効率的な調査

車両の運用方法を固めていきたいと考えております。 

調査車両の概要；ワンボックスカー、定員６名、各種調査用資機材積載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○◎○◎○◎○◎●当協会を支援していただいている法人賛助会員(ｱｲｳｴｵ順)●◎○◎○◎○◎○ 

㈱淺沼組、㈱エヌイーエス、㈱奥村組、㈱竹中土木 

㈱浪速技研コンサルタント、日本工営㈱、㈱ニュージェック 

☆☆  平成２５年度の主な事業予定 

☆☆  おお    知知    らら    せせ                 

特定非営利活動法人 大阪府砂防ボランティア協会 

〒54０-００３３大阪市中央区石町２-５-８大阪屋中之島ビル４F 

TEL/FAX０６-６８０９-７1２２ 

Ｅ-mail:osakasabovo@tea.ocn.ne.jp 

http://www18.ocn.ne,jp/~o-sabo/ 

-砂防ボランティア会員 募集中!!- 

年齢、性別、経験（砂防に関する知識等）は問いません。 

＜当協会の構成＞ 

正会員  ８１名 

賛助会員 

個人  ５人 

法人  ７社 

斜面判定士５８人 

（平成２５年７月現在） 

河川室だより             －大阪府都市整備部河川室河川環境課より－ 

◎ 防災情報は「おおさか防災ネット」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/index.html 

◎ 土砂災害防災情報は「土砂災害の防災情報」で検索 

 URL ⇒ http://www-cds.osaka-bousai.net/sabou/Index.html 

◎ 市町村ごとの「大雨・洪水警報などの気象情報」、「台風、地震・津波 

情報」、「災害時の避難勧告・避難指示」、「土砂災害警戒情報」等を携帯 

電話メールで配信しています。受信するには下記アドレスに空メールを 

送信   メールアドレス ⇒ touroku@osaka-bousai.net 

◎ 気象庁ホームページに「土砂災害警戒判定メッシュ情報」が掲載されています。 

（平成 25 年 6 月 27 日より） 

◎ 大阪府では、「今後の土砂災害対策の進め方」検討委員会から受けた最終提言に基づき、土 

砂災害防止法に基づく区域指定のあり方や、「逃げる」「凌
し の

ぐ」「防ぐ」施策を検討、推進して 

いるところです。 

大阪府砂防ボランティア協会の皆様には、地区単位のハザードマップ作成や、作成したハザ 

ードマップを活用した避難訓練の実施などにご協力をいただいているところです。 

引き続き、大阪府砂防ボランティア協会の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

携帯の登録メールの 

QR コードはこちら 
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